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検 査 対 象 
規   格   値 摘  要 

工  種 項  目 

 

１．共通項目 

 1)塗装検査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

a.新設塗装の場合 

(1)平均塗膜厚 

 a)１ロッドの塗膜厚平均値は、目標塗膜厚合計値の100％以上。 

(2)最小塗膜厚 

 b)測定値の最小値は、目標塗膜厚合計値の 70％以上 

 c)測定値の分布の標準偏差は、目標塗膜厚合計値の 20％を超えな

いこと。 

 ただし、測定値の最低値が、目標塗膜厚合計値より大きい場 

 合は、この限りではない。 

 

 

 

 

 

 測定数は、全塗装面積の 

  ・     ～  10㎡：２箇所（１箇所当り、上下左右 ４点測定） 

  ・ 10㎡～100㎡： 10㎡増毎に２箇所増 

  ・100㎡～      : 100㎡増毎に４箇所増 

  とし、その１箇所当りの平均値が標準膜厚以上とする。 

 

塗膜厚測定箇所数の例 

塗装面積 

〔㎡〕 
10 20 50 100 200 500 1000 2000 

2000

超 

測定箇所 2 4 10 20 24 36 56 96 96超 

測定時期 

 ・工場塗装完了後及び現場塗装完了後 

 ・工場で上塗りまで塗装する場合は、下塗り終了時及び上塗り終了時 

 ・内面塗装の場合は、内面塗装終了時 

b.塗替塗装の場合 

(1)１種ケレンの場合 

  新設塗装の規格値 a) b) c)を適用する。 

(2)２種、３種 C、４種ケレンの場合 

 新設塗装の規格値 a) b)を適用し、c)については適用除外とする。

但し、２種ケレンでは、塗膜厚平均値は目標塗膜厚合計値の 100%

以上 

(3)３種A、３種 Bケレンの場合 

  測定値の最小値は目標塗膜厚合計値。 

 

※(1)(2)(3)いずれも、

新設塗装の場合の測

定基準を適用する。 

2)溶接検査 (1)躯体鉄筋とアンカーボルトの溶接 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5d以上 

基礎ボルト 

スラブ筋 

d 
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検 査 対 象 
規   格   値 摘  要 

工  種 項  目 

 

2)溶接検査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3)基礎工事 

 (機械機器の 

    基礎） 

 

 

(2)配管現場溶接 

  ①突き合せ溶接継手の管端 

 

Ｖ形外開先     Ｖ形内開先     Ｘ形開先 

(呼び径700A以下)   (呼び径800A以上で   (呼び径800A以上で 

            厚さ16未満)      厚さ16以上） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 a:2.4以下    a:2.4以下     a:2以下  b:   (t-a) 

                    c:   (t-a) 

 

 ②フランジ用角継手 

 

 

                 ｚ：ｚ＝ｔ 

 

 

 

 

 

 

                 ｚ：ｚ＝ｔ 

                 ｈ：ｈ＝0.6ｔ 

 

 

(3)その他の溶接 

 工場施工管理基準 参照 

  1-5  溶接検査 

  1-6 非破壊検査 

 

 重荷重形基礎（主ポンプ、エンジン、ブロワ、脱水機、沈砂池機

械等）及び軽荷重基礎（小形タンク、操作架台、汎用ポンプ等）と

して分類され、各々承諾図によるものとする。 

 

 

 

 

 

ｔ
 

a 

0 
30°+5 

ａ
 

ｔ
 

30°+5 
0 

40°+5 
0 

30°+5 
0 

a 
b 

c 
t 

1 
3 

2 
3 

t  

t 
 

z  

z 
 

ｚ
 

ｔ
 

ｚ
 

ｔ 

ｈ 
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検 査 対 象 
規   格   値 摘  要 

工  種 項  目 

２．立軸斜流 

    ポンプ 

1)性能試験 

 性能試験は、据付完了現場において、実機で規定回転数にて行い、

その測定項目は次の通りとする。 

JIS B 8301-2018 

JIS B 8302-2022 

(1)測定項目 

項  目 判 定 基 準 等 摘  要 

回転数 測定・確認 回転方向を確認 

吐出し量 規定値 以上 

流量計を設置しない機場

については性能曲線によ

る。※１ 

吐出し圧力 測定 全揚程を算定し規定値異

常を確認。 吸込圧力 測定 

電 圧 測定・確認  

  電動機駆動の場合 

 
電 流 測定・確認 

電 力 測定・確認 

軸動力 規定値 以下 計測値より算出 

ｸﾞﾗﾝﾄﾞ部温度 異常のないことを確認 ※２ 一定時間間隔で計測 

 

  減速機共 

 

各部軸受温度     〃      ※２ 

油 温     〃      ※２ 

油 圧     〃      ※２ 

各部の振動     〃      ※３ 
 

各部の騒音     〃      ※３ 

※１ 現場での締切運転（吐出量０）または、試運転水路による循環運転で算定された全揚程

とポンプ性能曲線や工場製品確認時の全揚程が近似していれば、ポンプ性能曲線の吐出

し量が現場でも再現できていると見なす。 

※２ 各項が一定値に収束したことを確認した後、１時間程度継続して異常のないことを確認

する。なお、締切運転しかできない等の理由で長時間の運転ができない場合は、工場製

品確認時の測定データとの比較で確認する。 

※３ 締切運転時は一般的に振動、騒音が大きくなるため、測定値は参考として扱う。（明ら

かな異常振動、異音の有無で判断） 

 

(2)軸受温度  軸受許容最高温度及び許容温度上昇 
 

 

許容温度上昇℃ |Ｋ| 

（周囲温度 40℃以下の場合但し、許容

温度を上回ってはならない。 

許容最高温度℃ 

冷却方式・潤滑油種類 
軸受表面にお

いて 

ﾒﾀﾙ温度計感温部の

挿入測定 

軸受表面にお

いて 

ﾒﾀﾙ温度計感温部の挿

入測定 

自然冷却式普通潤滑油 

自然冷却式耐熱性潤滑油 

水   冷   式 

強制潤滑式普通潤滑油 

４０ 

５５ 

― 

― 

４５ 

６０ 

協定による 

― 

７５ 

９０ 

― 

７５ 

８０ 

９５ 

８０ 

８０（排油温度８０） 
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検 査 対 象 
規   格   値 摘  要 

工  種 項  目 

  

(3)振動 

回転速度(min-1)

600   800  1000   1500 2000     3000   4000        6000     8000

100

 80

 60

 40

 20

全
振
幅

1/1000mm

振動基準値

 

 

立軸ポンプ 

電動機の上部軸受中心

における振動 

左表に示した振幅値

は、永久基礎上に据付

けられた状態における

値を示す。 

(4)騒音 

 ①機側騒音測定・・・機側１ｍ高さ１ｍの各点において、定格運

転時の騒音を測定する。 

 

 

 

 

 ②敷地境界騒音測定・・大阪府生活環境保全等に関する条例 

 

 

 

 

 

 

 

施行規則 

別表第 21 

 

2)据付精度 

(1)ポンプ本体 

 ①中心線の 

ずれ（ε） 

 ②高さの精度 

 ③水平度 

  

 

 

±2.0mm以内 

 

H ±3.0mm以内 

0.05mm/(1m当り)以内 

（二次芯出し後） 

 

 

原動機  Ｐ 
Ｈ

 

ε 水平度 
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検 査 対 象 
規   格   値 摘  要 

工  種 項  目 

 

 

 

(2)ポンプ減速機

（電動機）間 

 ①軸芯のずれ 

 

 ②軸芯の平行

度（面ぶれ） 

 

 

 

 

0.05mm以内 

（二次芯出し後） 

0.1mm以内 

（二次芯出し後） 

 

 

 

ﾀﾞｲﾔﾙｹﾞｰｼﾞを減速機

(電動機）ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞにｾｯ

ﾄし 90°､180°､270°､

360°の位置で測定す

る。 

その際、芯出し治具を

用いてポンプ軸を固定

しておく。 

減速機(電動機)ｶｯﾌﾟﾘﾝ

ｸﾞにＩﾏｰｸを打ち、減速

機(電動機)軸を 90°､

180°､270°､360°回

転させＩﾏｰｸ位置の隙

間をｽｷﾏｹﾞｰｼﾞで測定す

る。 

 

※ポンプ-減速機間にｶ

ｯﾌﾟﾘﾝｸﾞが無い等で芯

出しの必要が無い場合

は、対象外 

(3)引上げ代他 

 

(4)減速機とディ

ーゼル機関間 

 ①軸芯のずれ 

 ②軸芯の平行

度(面ぶれ) 

羽根車とケーシングのクリアランスを測定し、

かつ回転体の引上代を測定すること。 

 

 

0.05mm以内（二次芯出し後） 

0.1mm以内 (二次芯出し後) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（共回し法） 

減速機側ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞにﾀﾞ

ｲﾔﾙｹﾞｰｼﾞをｾｯﾄし、90°､

180°､270°､360°両軸を

回転して計測する。 

 

（片回し法） 

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ

にﾀﾞｲﾔﾙｹﾞｰｼﾞをｾｯﾄし、

90°､180°､270°､360°

ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ機関側のみを

回転して計測する。 

平行度 

スペーサと吊上代 

芯ずれ 

（原動機） 

減速機 

芯出し治具 

水平度 

面ぶれ 

芯ずれ 
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検 査 対 象 
規   格   値 摘  要 

工  種 項  目 

 

 

 

(5)壁貫通部 

 

 ①中心線のず

れ 

 ②高さの精度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ポンプ吐出管について） 

 

±2.0mm以内 

 

±3.0mm以内 

 

   測定基準参考図 

 

Ｈ
 

ε 
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ε 

検 査 対 象 
規   格   値 摘  要 

工  種 項  目 

 

３．立軸渦巻 

斜流ポンプ 

 

1)性能試験 

 

2)据付精度 

(1)ポンプ本体 

 ①中心線の 

  ずれ(ε) 

 ②高さの精度 

 

 ③水平度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)ポンプ減速機 

 （電動機）間 

 

 

 ①軸芯のずれ 

 

 

 

 

 ②軸芯の平行

度(面ぶれ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)～(4)立軸斜流ポンプと同様 

 

 

 

±2.0mm以内 

 

 H±3.0mm以内 

 

0.05mm/(1m当り)以内 

（二次芯出し後） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・芯出し治具による方法 

 

 

 

0.05mm以内 

（二次芯出し後） 

 

 

 

0.1mm以内 

（二次芯出し後） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中間軸の代わりに芯出

し治具(仮ｼｬｯﾄ)を取付

ける。 

 

ﾀﾞｲﾔﾙｹﾞｰｼﾞを芯出し治

具にｾｯﾄし減速機（電動

機）軸を 90°､180°､

270°､360°回転し測

定する。 

芯ずれの測定方法に準

ずる。 

水準器 

(２方向にて測定) 

減速機 

(電動機) 

芯出し治具 

ﾀﾞｲﾔﾙｹﾞｰｼ  ゙

ﾎﾟﾝﾌ  ゚

ｶｯﾌﾟﾘﾝｸ  ゙

軸芯の平行度 軸芯のずれ 
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検 査 対 象 
規   格   値 摘  要 

工  種 項  目 

 

 

 

 

 

 

 ③軸芯のずれ 

 

 ④水平度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)壁貫通部 

 

 ①中心線の 

ずれ(ε) 

 

 ②高さの精度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・下げ振りによる方法について、芯出し治具(仮

ｼｬｯﾄ)の取付けが不可の場合、下げ振りによる

方法にて芯出しを行う。 

 

  精度数値については、承諾による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ポンプ吐出管について） 

 

±2.0mm以内 

 

 

±3.0mm以内 

 

 

 

 

 

 

 

減速機(電動機)架台の

中心から下げ振りを降

し、ﾎﾟﾝﾌﾟｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ中心

とのずれを測定する。 水準器 

（２方向測定） 

下げ振り 

ﾎﾟﾝﾌﾟｶｯﾌﾟﾘﾝｸ  ゙

ε 

Ｈ
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検 査 対 象 
規   格   値 摘  要 

工  種 項  目 

 

４．水中ポンプ 

 

1)据付精度 

 

(1)ポンプ全体及

び電動機 

 

 ①中心線の 

  ずれ（ε） 

 

 ②水平度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)案内棒 

 

 ①傾き 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

±5.0mm以内 

 

 

±0.1mm(1m当り)以内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5.0mm(1m当り)以内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

案内棒支えから下げ振

りを降し、固定曲管の

案内棒嵌合部中心おＴ

のずれを測定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ε 

水平度 

Ｈ 

案内棒支え 

下げ振り 

固定曲管 
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検 査 対 象 
規   格   値 摘  要 

工  種 項  目 

 

５．歯車減速 

     装置 

 

1)性能試験 

 

 

(1)スラスト 

  軸受温度 

 

(2)振動の許容値 

 

 

 

 

 

 

据付完了後、現場において、実機でポンプ規定

回転数にて行い、各測定を行う。 

 

給油温度 ＋40℃以下 

 

 

回転速度(rpm) 全振幅（μｍ） 

0～1000 75 

1001～1500 50 

1501～1800 42 
 

 

2)据付精度 

 

(1)水平度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.1mm/1m以内 

 

※搭載型減速機の場合は、ポンプ据付精度を参

照 

 

 

ポンプ架台上面に水準

器を設置し測定 
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検 査 対 象 
規   格   値 摘  要 

工  種 項  目 

 

６．直結式多段 

  ﾀｰﾎﾞﾌﾞﾛﾜ 

 

1)性能試験 

 

 

 

据付完了後、現場において、実機で規定回転数

にて行い、各測定を行う。 

 

(1)測定項目 

項  目 判定基準等 摘  要 

電  圧 測定・確認  

電  流 測定・確認  

吸込圧力 測定  

吐出圧力 測定  

風  量 規定値 以上  

油  温 異常のないことを確認 ※    

   一定時間間隔で計測 油  圧     〃      ※ 

軸受温度     〃      ※ 

振  動     〃  

騒  音 

機側騒音 

敷地境界 

 

異常のないことを確認 

測定(別表 21 第 54 条騒音に

かかわる規制基準) 

 

 

大阪府生活環境保全等に

関する条例 

 

   ※印の各項が一定値に収束したことを確認した後、１時間程継続して異常のないこと

を確認する。 
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検 査 対 象 
規   格   値 摘  要 

工  種 項  目 

 

 

 

2)据付精度 

 

(1)ブロワの据付 

 

 ①水平精度 

 

 ②中心線 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ｍに付き0.2mm以内 

 

±5mm 

 

軸心の水平度の測定は、次のいずれかで行う。 

1.台板に水準器を当てて測定する。 

2.ケーシングの上下合せ面で測定する。 

3.送風機軸上にて、測定する。 

 軸芯と直角方向は、満水検知器又は上下合せ

面で測定する。 

 

 

 ▽＝水準器 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

送風機のﾚﾍﾞﾙ調整 

 

防振ゴム付属の調整ベ

ルト等により水平が出

る場合は、調整ボルト

の調整により送風機本

体の水平加工面の水平

度の調整を行う。 

 

下ケーシング 

台 板 

防振床盤 

基準点ベンチマーク 

レベル調整ネジ 

床盤 

ゴム 
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検 査 対 象 
規   格   値 摘  要 

工  種 項  目 

 

 

 

(2)ブロワの 

   芯出し 

 

 ①軸芯ずれ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ②軸芯の 

平行度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二次芯出しにて 

ダイヤルゲージの振れで 0.05mm以内 

 

 フランジ型たわみ接手の場合 

 フランジ型固定接手の場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二次芯出しにて ±0.03mm以内 

 

ダイヤルゲージの振れ及びスキマゲージにて

計測し、0.06mm以内 

 

 歯車式たわみ接手の場合 

 

 

 

 

 

 

ﾀﾞｲﾔﾙｹﾞｰｼﾞをｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ

の外周に取付けて

90°､ 180°､ 270°､

360°回転させて測定

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

軸芯のずれに準じて測

定する。 

軸芯のずれ 

軸芯のずれ 

軸芯の平行度 

0  360°) 

9° 

20° 

10° ・ 

・ 

軸芯のずれ 

軸芯の平行度 

・ 

・ 
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検 査 対 象 
規   格   値 摘  要 

工  種 項  目 

 

 

 

(3)主空気配管 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)油配管 

 

 ①サポート 

間隔 

 

 ②戻り油管 

     勾配 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配管サポート 

 

 間隔は、原則として３ｍ以下。 

 但し、弁類等重量物がある場合には、別途独

立サポートを設け、直線部分については定尺１

本につき２箇所以上、曲り管部分については１

本につき１箇所以上支持すること。 

 サポートの基礎アンカーは、躯体鉄筋にアー

ク溶接する。 

土木構造物にエキスパンション等が施工さ

れている場合には、その前後にサポートを設

け、適宜伸縮管を挿入する。 

 

 

 

原則として、３ｍ以下 

 

 

原則として、1/50～1/100 
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検 査 対 象 
規   格   値 摘  要 

工  種 項  目 

 

７．天井ｸﾚｰﾝ 

 

(1)本体総合性能 

総 
 

合 
 

性 
 

能 

最
終
ノ
ッ
チ
に
お
い
て 

定
格
荷
重
・
定
格
電
圧 

速 
 
 
 

度 

巻上げ 指定速度に対し許容差 ＋10% 、-5% 

巻下げ 指定速度に対し許容差 ＋25% 、-5% 

横 行 

走 行 

指定速度に対し許容差 ＋10% 、-5% 

指定速度に対し許容差 ＋10% 、-5% 

電動機電流 銘板の指定電流以下であること。 

荷重試験 

 

 

 

主桁のたわみ 

 

 

絶縁抵抗 

 

定格荷重の 1.25倍の荷重（定格荷重が200tを超

える場合は、定格荷重に 50tを加えた荷重）にお

いて各動作を行い、各部に異常がないこと。 

 

最も不利な位置において、主巻の定格荷重だけに

対するたわみは、スパンの1/800以下であること。 

 

区分される回路の配線と大地間とにおいて測定

し各回路毎に、0.5MΩ以上であること。 

 

(2)走行レール 

ス パ ン  

寸法測定基準は、承

諾図面方法による。 
計
画
寸
法 

25m未満 

 

25～40m 

±10mm 以下 

 

±15mm 以下 

左右レールの 

高低差 
スパン×1/3000 以内 

 

レールの上下方向 

    の曲がり 
10mにつき5mm以内 

レールの左右方向 

    の曲がり 
10mにつき4mm以下 

レールの勾配  1/2000 以下 

レールジョイント

部の食い違い 
上面、側面とも 0.5mm 以内 

レールジョイント

部の間隔 
3.0mm 以下 
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検 査 対 象 
規   格   値 摘  要 

工  種 項  目 

 

 

 

レールスパン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左右レールの 

    高低差 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レール勾配 

 

 

α＝±15mm 以下 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｈ＝ 以下 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＝      以下 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   Ｌ＝５ｍ以下 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全長にわたり出来るだ

け多くの箇所で測定す

る。 Ｌ ± α 

スパン 

3000 

スパン 

ｈ 

ｈ 

Ｌ 

 １ 

2000 

Ｌ 

測定点 

ｈ′ 
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検 査 対 象 
規   格   値 摘  要 

工  種 項  目 

 

８．ディーゼル 

     機関 

 

1)性能試験 

 

 

 

性能試験は、据付完了後現場において実機で規

定回転数にて行い、その測定項目は、以下を標

準とする。 

 

 

(1)測定項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項 目 判定基準等 摘 要 

始動可能回数 ５回以上 工場で未実施時 

油  温 異常のないことを確認 ※ 

油  圧     〃 ※ 

冷却水温     〃 ※ 

排気温度     〃 ※ 

排 気 色     〃  

負荷試験・ 

過速度試験 
各項目の計測・異常のないこと 

工場検査で 

未実施時 

回 転 数 測定・確認  

燃料消費率 次項による 工場で未実施時 

本体振動 測定・確認  

基礎 振動 

床面 振動 

測定・確認 

測定・確認 
 

吸入温度 

吸気圧力 

冷却水圧力 

測定・確認  

騒音 機側 測定・確認 

大阪府生活環境保全等に関する条例施行規則別表第

21第54条関係騒音にかかわる規制基準による。 
 敷地境界 

 ※印の各項が一定値に収束したことを確認した後、２時間程度継続し

て異常のないことを確認する。 

 

2)直結精度 

 測定値基準他 

 

(1)直結精度 

 

(2)最高爆発圧力 

 

(3)排気温度 

 

(4)過速度耐力 

 

 

 

 

± mm以内 

 

30 N / cm2 以内 

 

60℃ 

 

110% １分間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各ｼﾘﾝﾀﾞｰ間の差 

 

各ｼﾘﾝﾀﾞｰ間の差 

3 

100 
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検 査 対 象 
規   格   値 摘  要 

工  種 項  目 

 

 

 

(5)燃料消費率 

 

 

 

 

次表の値以下とする。 

 

 

 

揚排水ポンプ設備技術基

準・同解説（R2.1版） 

内燃機関出力 

kW 
100未満 

100以上 

200未満 

200以上 

400未満 

400以上 

800未満 
800以上 

燃料消費率 

kg/kWh 
0.34 0.30 0.27 0.25 0.23 

注 (1) ラジエータ冷却ファンを原動機クランク軸で作動する場合は、1.07倍する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９．空気圧縮機 

  及び空気槽 

 

(6)ﾃﾞﾌﾚｸｼｮﾝ計測 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1)性能試験 

 

(1)充気試験 

 

 

(2)自動発停試験 

 

(3)安全弁試験 

 

ピストンストロークの 

 1/10,000以内 

 3/10,000以内（高弾性継手使用時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最高使用圧力にて空気槽に充填し、漏えいのな

いこと。 

 

空気圧縮機 圧力SWの動作確認 

 

吹出し圧力、吹止り圧力測定 

 

 

 

製作会社基準による。 

 

機関クランク室のカバ

ーを開け（原則として

ポンプに最も近い方）

クランク軸にデフレク

ションゲージを取り付

ける。軸を一回転させ

図の位置（５点）で、

ゲージの読みを計測す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

30° 30° 

 Ｅ 

(排気側) 

Ｃ 

(カム側) 

BE BC 
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検 査 対 象 
規   格   値 摘  要 

工  種 項  目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10．その他 

 

2)据付 

(1)空気槽垂直度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1)汎用ポンプ 

(1)軸芯のずれ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)軸芯の平行度 

 

 

 

 

 

 

 

(3)カップリング 

     隙間 

 

 

垂直度 2/100以内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｂ≦0.05mm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

｜ａ2－ａ1｜≦0.1mm 

 

 

 

 

 

 

 

停止中のポンプと電動機のカップリング隙間

は、3mmあけること。 

 

タンク直胴部１ｍ(任

意)の偏差を下げ振り

と鋼尺にて測定する。 

測定箇所は A、B 2方向

とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定規をｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞに当

て、ｂのずれを周囲４

箇所で測定する。(ﾀﾞｲﾔ

ﾙｹﾞｰｼﾞを用いてもよ

い。) 

 

 

 

 

 

 

 

ﾃｰﾊﾟｹﾞｰｼﾞ等で隙間を

測定する。 

 最大隙間ａ2 

 最大隙間ａ1 

 

 

 

 

ポンプと電動機直結の

場合 

Ａ 

Ｂ 

ℓ1 

ℓ2 
1
0
0
0
 

定 規 

ａ2 ａ1 
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検 査 対 象 
規   格   値 摘  要 

工  種 項  目 

 

10．その他 

 

2)ﾍﾞﾙﾄ掛ポンプ 

 

(1)ﾌﾟｰﾘｰ間の 

    平行度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｖプーリーの外面に糸を張り、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ

の点が、同時に接するようにする。 

 

〔判定〕 

プーリーを回転させて、90°､180°､270°､

360°の位置で行い、全ての角度で、４点が同

一面上になるようにする。 

 

 

 

 

〔基準〕 

Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの点が、

同一面上にあること。 

Ｖベルト 

プーリー 

D 

D 

C 

C B 

B 

A 

A 
芯ずれ 
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検 査 対 象 
規   格   値 摘  要 

工  種 項  目 

 

11．水門設備 

 

寸法検査 

 

 

 

 

 

 

 

ε＝± (１＋ ) mm 

 

ε：各部寸法許容差 

（長さに関係ない許容差）mm 

L ：部材長又は部分長（m） 

ε0：長さ10mの場合の標準許容差 (mm) 

 

 

水門扉検査要領 

※ 大径間ゲートにつ

いては、ダム･堰施

設検査要領(案)の

基準の記載も考慮

の上、許容値を決定

すること。 

11-1.ローラ 

   ゲート 

(1)扉体戸当り 

  表－１（扉体） 扉体の許容差  単位：mm 

記号 検 査 の 内 容 
許 容 差 

測定点数 
ε0 ε1 

ａ 扉体幅 8  上下各１ 

ｂ 扉体の高さ 8  左右各１ 

ｃ1 主桁の高さ 6  桁１本で２ 

ｃ2 側桁の高さ 6  左右各２ 

ｃ3 
水密ゴム面から主ローラ踏面まで

の長さ（前面水密の場合） 
 +2,-0 左右各２ 

ｃ4 
水密ゴム面から主ローラ踏面まで

の長さ（後面水密の場合） 
 +2,-0 左右各２ 

ｄ 基準点間の対角長の差（ｄ1-ｄ2） 8  １ 

ｅ1 主ローラの間隔 8   

ｅ2 主ローラの中心間距離 8   

ｅ3 
主ローラから扉体上下端までの長

さ 
8   

ｆ 
主ローラ踏面の偏差（不静定支持の

場合） 
 ±1.5  

ｇ 
主ローラ踏面からサイドローラま

での長さ 
 ±6  

ｈ1 水密ゴムの間隔（Ｌ型ゴム）  +10,-6 高さ 2m毎 

ｈ2 水密ゴムの間隔（Ｐ型ゴム）  ±10 高さ 2m毎 

ｉ シーブの中心間距離 10  １ 

ｊ 主桁の間隔 8  左右各１ 

ｋ サイドローラの踏面間隔 8   

ｌ 
シーブ中心からスキンプレート間

までの長さ 
 ±3  

ｍ 水密高さ 8  長さ 2m毎 

ｎ 主ローラの傾き(ｎ1-ｎ2)  ±0.5 ローラ毎 

ｏ 下部の曲り 3   

注：長径間ローラゲートは現地溶接の縮み代を考慮して計測すること。 

 

ε0 

 2 

L 

10 
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検 査 対 象 
規   格   値 摘  要 

工  種 項  目 

 

 

 

  表－２‐１（戸当り）  戸当りの許容差  単位：mm 

記号 検 査 の 内 容 
許 容 差 

測定点数 
ε0 ε1 

ａ 純径間 8  上下各１ 

ｂ 主ローラレール踏面中心間隔 8  上下各１ 

ｃ サイドローラレール踏面間隔  +8,-0 上下各１ 

ｄ 
主ローラレール踏面からフロント

ローラレールまでの長さ 
 ±3 上下各１ 

ｅ サイドローラレール踏面位置  ±3 上下各１ 

ｆ 

主ローラレール踏面から水密板面

までの長さ（後図のように取付けた

後面水密ゴムの場合） 

 ±1.0 上下各１ 

ｇ 
側部戸当りと底部戸当りとの関係

位置 
 ±3 左右各１ 

ｈ 戸当り高さ 8  左右各１ 

ｉ 呑口高さ 8  左右各１ 

ｊ 基準点間の対角長の差（j1-j2） 8   

 

 

  表－２‐２（戸当り）  戸当りの許容差  単位：mm 

検 査 の 内 容 平 面 度 真 直 度 

底部戸当りの表面 1.5 2.0 

主ローラレール踏面 0.5(1.5) 1.5(3.0) 

側部、上部水密面 0.5(1.5) 2.0(4.0) 

フロントローラレール踏面 1.5(2.5) 2.0(4.0) 

サイドローラレール踏面 1.5(2.5) 6.0(6.0) 

注：1)平面度は、長さ１ｍの直定規からの許容差を示す。 

  2)（ ）内数値は、軽構造部（水圧荷重の影響や水密の必要がない部分）の許容差を示

す。 
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検 査 対 象 
規   格   値 摘  要 

工  種 項  目 

 

 

 

(2)巻上機   表－３  巻上機 機能検査 

区分 項  目 基準値 摘    要 

電動機 

電 流 定格電流以下 電圧は定格の±10％ 

電 圧 定格の±10％ 操作盤の電圧計で測定 

回転数 ﾒｰｶｰ基準  

減速機 温度上昇 50℃以下 
油洩れのないことを確認 

（測定温度‐周囲温度） 

軸 受   〃 40℃以下 （測定温度‐周囲温度） 

ドラム 回転数 ±10％  

ﾘﾐｯﾄｽｲｯﾁ 作動テスト 正常に作動すること  

予備動力   〃 正常に作動すること ｴﾝｼﾞﾝは回転数測定 

開度指示計   〃 正常に作動すること 
現場検時に±２％を確認す

る 

ブレーキ   〃 正常に作動すること  

音 異常音 無いこと  

振 動 異常振動 無いこと  

手動ﾊﾝﾄﾞﾙ 切替回転方 正しいこと  
 

 (3)油圧装置 

 

①油圧機器 

 

ポンプと原動機

の芯出し 

 

 

②油圧シリンダ

外部洩れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

±0.03mm 

 

 

 

無負荷作動時および耐圧検査時に行い、次のこ

とを確認する。 

① ロッド静止時の全ての箇所の油漏れが無い

こと 

② ロッド移動時のロッドダストシール部の漏

油については滴下が無いこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダム･堰施設検査要領

(案) 
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検 査 対 象 
規   格   値 摘  要 

工  種 項  目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③機能検査   表－４  油圧装置  機能検査 

電動機 電 流 定格電流以下 電圧は定格の±10％ 

 

油圧ユニット 

電 圧 定格の±10％ 
操作盤の電圧計で測

定 

温度上昇 
作動油温度上限 55℃以下 

作動油温度上昇 30℃以下 

ユニットの温度計で

確認 

 

音 

吐出量 設計値の±１０％以内  

油 圧 設計圧力まで上昇すること リリーフ設定圧力 

作動テスト 正常に作動すること バルブ類 

異常音 無いこと  

振 動 異常振動 無いこと  

予備動力 作動テスト 正常に作動すること ｴﾝｼﾞﾝは回転数確認 

機器・配管 油漏れ 無いこと  
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11-2.スライド 

    ゲート 

 

(1)扉体戸当り 

   表－５（扉体）  扉体の許容差  単位：mm 

記号 検 査 の 内 容 
許 容 差 

測定点数 
ε0 ε1 

ａ 扉体幅 8  上下各１ 

ｂ 扉体の高さ 8  左右各１ 

ｃ 主桁の高さ 6  桁１本で１ 

ｄ 基準点間の対角長の差（ｄ1-ｄ2） 8  １ 

ｅ 支点間距離 8  上下各１ 

ｆ 水密ゴム間隔  ±10 上下各１ 

ｇ 水密高さ 8  左右各１ 

ｈ ガイドローラ踏面間隔 8   

ｉ 吊心間距離 6   

ｊ 主桁の間隔 8   

ｋ 下部の曲り 3   
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検 査 対 象 
規   格   値 摘  要 

工  種 項  目 

 

 

 

   表－６－１（戸当り）  戸当りの許容差  単位：mm 

記号 検 査 の 内 容 
許 容 差 

測定点数 
ε0 ε1 

ａ 純径間 8  上中下各１ 

ｂ サイドローラレール踏面間隔  +8,-0 上下各１ 

ｃ サイドローラレール踏面位置  ±3 上下各１ 

ｄ 基準点間の対角長の差（ｄ1-ｄ2） 8   

ｅ 戸当り高さ 8  左右各１ 

ｆ 呑口高さ 8  左右各１ 

ｇ 
側部戸当りと底部戸当りとの関係

位置 
 ±3  

 

 

   表－６－２（戸当り）  戸当りの許容差  単位：mm 

検 査 の 内 容 平 面 度 真 直 度 

下底部戸当りの表面 1.5 2.0 

側部、上部水密面 0.5 2.0 

サイドローラ踏面 1.5 6.0 

注：平面度は、長さ１ｍの直定規からの許容差を示す。 

 

  

(2)巻上機 

 

(3)油圧装置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ローラゲートの項参照 

 

ローラゲートの項参照 
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検 査 対 象 
規   格   値 摘  要 

工  種 項  目 

 

 

 

 

 

表－１の図 
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検 査 対 象 
規   格   値 摘  要 

工  種 項  目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－２の図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表－５の図 
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検 査 対 象 
規   格   値 摘  要 

工  種 項  目 

 

 

 

 

 

表－６の図 

 

 

 

水流方向 ａ
 

ｂ
 

ｄ2 

基準点 

ｄ1 

基準点 100 
ｃ 

ｆ 

 

ｇ
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検 査 対 象 
規   格   値 摘  要 

工  種 項  目 

 

12．可動堰 

 

(1)戸当りの 

   水平差 

 （横倒れ） 

 

(2)戸当りの 

   垂直差 

 （前倒れ） 

 

 

 

(3)止水部の隙間 

 

 

(4)堰板据付 

   レベル 

 

(5)扉体と開閉機 

  の芯ずれ 

 (横・前倒れ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  ｍｍ 以内 

 

 

 

 ｍｍ 以内 

 

 

 

 

 ｍｍ 以内 

 

 

設計レベルに対して ±５ｍｍ 

 

 

 

 ｍｍ 以内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・図中Ｈ寸法は、戸当りの全長を示す。 

・図中ｈ寸法は、スラブ下より扉体上面迄の寸 

 法を示す。 

 

 

 

 

基準線Ｘより（下げ振

り）より扉押え板迄の

上下端寸法（Ａ，Ｂ）

の左右側を測定する。 

 

基準線Ｙより（下げ振

り）より扉押え板迄の

上下端寸法（Ｃ，Ｄ）

の左右側を測定する。 

 

スキマゲージにて測定

する。 

 

下部堰板中央部（Ｇ点）

をレベルにて測定。 

 

スラブ下面より下げ振

りを下ろしロッド軸迄

の寸法（Ｅ，Ｆ）の前

横側を測定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｈ 

５００ 

Ｈ 

５００ 

１ 

１０ 

ｈ 

１０００ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｅ 

Ｆ 

Ｇ 

Ｈ
 

Ａ 

ｈ
 

ｙ 

ｘ 
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検 査 対 象 
規   格   値 摘  要 

工  種 項  目 

 

13．自動除塵機 

 

 

(1)本体、軸、 

 

ﾜｲﾊﾟｰ、ﾚｰｷの当り

隙間 

 

アタッチ取付座

ゲージ 

 

取合部の隙間 

 

ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙｹﾞｰｼﾞ 

 

ｶﾞｲﾄﾞﾚｰﾙ平行度 

 

駆動軸、水中軸 

中心線より取付 

公差 

 

中心線平行度 

 

軸直角方向 

 

フレーム水平度 

 

 

ﾚｰｷｶﾞｲﾄﾞ､ 

ﾁｪｰﾝｹﾞｰｼﾞ 

 

ﾚｰｷとｽｸﾘｰﾝ 

  噛込み深さ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 単位 ｍｍ 

 

(A) 0.5 以下 

 

 

(B) ±2.0 

 

 

(C) 1.5 以下 

 

(D) ±2.5 

 

(E) 1.5 以下 

 

 ±1.5 

（案内軸がある場合も、各軸中心線取付公差は

上記） 

 

 1.0 以下 

 

(F) ±1.0 

 

  5mm 以内 

 

 

±5mm 以内 

 

 

設計値に対し  ±5mm 

左右の差     3mm 以内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

駆動軸－水中軸中心線

間。 

図の L1-L2間の公差 

 

 

 

ﾎｲｰﾙｹﾞｰｼﾞの中心ずれ 

 

ﾚﾍﾞﾙによるﾌﾚｰﾑﾍﾞｰｽ 

ﾌﾟﾚｰﾄを測定する。 

 

ﾚｰｷｶﾞｲﾄﾞ上中下３点の

ﾁｪｰﾝｹﾞｰｼﾞ(W)を測定す

る。 
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検 査 対 象 
規   格   値 摘  要 

工  種 項  目 

 

 

 

(2)駆動装置 

 

ベース水平度 

 

 

 

 2mm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14．間欠式 

  自動除塵機 

(1)本体据付 

 

架台水平度 

 

 

左右フレーム内 

ﾁｪｰﾝｹﾞｰｼﾞ又は 

ﾗｯｸ中心間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)駆動装置 

ベース水平度 

 

 

 5mm 以内 

 

 

 ±5mm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2mm 

 

 

ﾚﾍﾞﾙによりﾌﾚｰﾑﾍﾞｰｽﾌﾟﾚ

ｰﾄを測定する。 

 

左右ﾌﾚｰﾑ上、中、下 

３点のﾁｪｰﾝｹﾞｰｼﾞ又はﾗｯ

ｸの中心間(W)を測定す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

B1  Bn 

D1～Dn 

E1n E2n 

E1 E2 

F1 

C1 

C2 

A 

Ｌ1 

Ｌ2 

フレーム 

架台 

レーキ 

W1 

W2 

W3 
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検 査 対 象 
規   格   値 摘  要 

工  種 項  目 

 

15．ロープ式 

  懸垂形 

  自動除塵機 

 

(1)走行レール 

  の左右高低差 

 

 

(2)レールスパン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)レール水平度 

 

(4)レーキと 

スクリーン 

噛込み深さ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 3mm 以内 

 

 

 

 ±5mm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ±5mm 以内 

 

設計値に対し ±5mm 

 

左右の差    3mm 以内 

 

走行ﾚｰﾙ上面のﾚﾍﾞﾙ 

（▽Ａ，▽Ｂ）を支柱

間毎に測定する。 

 

支柱間毎にｽｹｰﾙにより

ﾚｰﾙｽﾊﾟﾝ(W)を測定す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▽Ａ ▽Ｂ 

Ｗ 

Ｈ
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検 査 対 象 
規   格   値 摘  要 

工  種 項  目 

 

16．ロープ式 

  台車形 

  自動除塵機 

 

(1)走行レールの 

  左右高低差 

 

 

(2)レールスパン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)レール水平度 

 

(4)レーキと 

  スクリーン 

  噛込み深さ 

 

 3mm 以内 

 

 

 

 ±5mm 以内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ±5mm 以内 

 

設計値に対し  ±5mm 

 

左右の差     3mm 以内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準ﾚﾍﾞﾙよりﾚｰﾙ端よ

り 5m 毎に左右ﾚｰﾙ高さ

を測定する。 

 

ﾚｰﾙ端より 5m 毎にｽｹｰﾙ

により測定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5000 5000 5000 5000 

A1  A2  A3                     An-1  An 
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検 査 対 象 
規   格   値 摘  要 

工  種 項  目 

 

17．低圧集砂装

置 

 

 

 

 

 

(1)中央トラフ 

 小トラフ 

 レベル 

 

 

 

 

 

 

 

 

中央トラフの四隅（Ａ～Ｈ） 

小トラフの各ブロック四隅（ａ～ｔ） 

基準レベルに対し 

±５ｍｍ以下（コンクリート打設前後） 

 

 

 

 

 

 

 

 (2)小トラフ 

間隔 

 

 

(3)集砂ノズル 

 レベル 

 

 

 

 

 

 

 

(4)揚砂ポンプ 

ピット 

 

(5)ノズルヘッダ

ー管レベル 

基準間隔に対し 

±５ｍｍ以下 

 

 

 

 

ノズルと底盤との間隔 

８０～３００ｍｍ 

 

設計寸法の±１０ｍｍ以内（各辺） 

 

 

 

 

水平度±５ｍｍ以下 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヘッダー管の両端の２

点で測定 
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検 査 対 象 
規   格   値 摘  要 

工  種 項  目 

 

18．沈砂掻揚機 

 

(1)フレーム 

   水平度 

 （高低差） 

 

(2)レール類 

 

レール（池底レー

ル）リターンレー

ル 

 

 

 

 

 

(3)池内軸 

 

軸の水平度 

 

 

 

 

 

 

軸間の平行度 

（軸左右の前後

間隔） 

 

 

 

 

 

 

 

(4)下部水中軸と 

  池底レール天 

  端との間隔 

 

 

 

 

 

 

 

 

 3mm 以内 

 

 

 

 ±5mm 以内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本体ﾌﾚｰﾑの基準ﾚﾍﾞﾙを

任意に決め手水準器に

より測定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

池底レール天端より、

スケールにて測定す

る。 

 

 

 

 

 

 

ﾚｰﾙｽﾊﾟﾝ 

(ﾘﾀｰﾝﾚｰﾙ) 

ﾚｰﾙｽﾊﾟﾝ 

(池底ﾚｰﾙ) 

勾配 １／500 以内 

ｽｹｰﾙ 

10mm 以内 

軸 

軸 

下げ振り 

下げ振り 

距離（左右） 

池底 

下部水中軸 

間
隔

 

池底ﾚｰﾙ天端 

承諾寸法に対し、-5mm ～ +10mm 
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検 査 対 象 
規   格   値 摘  要 

工  種 項  目 

 

19．走行式 

  沈砂掻揚機 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20．フライト 

  コンベア 

 

(1)レールの 

  敷設について 

 

  スパン25m迄 

 

  25～40m以下 

 

  レール上面 

 

  レベル差 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)本体左右の 

  高低差 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ±12mm 

 

 ±16mm 

 

スパンの１／1000 以下 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レール全長にわたり 5m

ピッチで測定。 

 

 

同 上 

 

(A),(B)の差 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レベルにより本体の水

平を測定。 

 

5m 5m 

ス
パ
ン
 

(A
) 

(B
) 

5mm 以内 
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検 査 対 象 
規   格   値 摘  要 

工  種 項  目 

 

21．ベルト 

   コンベア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22．スキップ 

  ホイスト 

 

(1)フレーム 

  左右の高低差 

 

(2)機長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)ガイドレール

のスパン 

 

 

(2)ガイドレール

のうねり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 5mm 以内 

 

 

機長Ｌの寸法記録をとる。 

承諾図に記載の寸法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レベルによりフレーム

の水平を測定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガイドレールの全長に

わたり 3,000mm ピッチ

でＷ寸法を測定する。 

 

垂直基準線に対しガイ

ドレール直線部（Ａ～

Ｂ間）を等間隔（約

3,000mm以下）でＬ寸法

を測定する。 

 

Ｌ 

±5mm 

10mm 以内 

Ａ 

Ｂ 

Ｗ 

Ｌn 

Ｌ1 

基準線 
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検 査 対 象 
規   格   値 摘  要 

工  種 項  目 

 

23．ホッパー 

 

(1)架台高低差 

 

 

 

(2)ゲート最下点

より床面まで

の高さ 

 

 5mm 以内 

  ｜ｈi－ｈn｜≦ 5mm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各支柱ベースプレート

と上面のレベルを測定

する。 

 

ゲート最下点と仕上り

底面との高さをスケー

ルで測定する。(Ｈ寸

法) 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｈi ｈn Ｈ
 

仕上り床面 
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検 査 対 象 
規   格   値 摘  要 

工  種 項  目 

 

24．汚泥掻寄機 

（ﾁｪｰﾝﾌﾗｲﾄ式） 

 

 

(1)駆動軸 

  スプロケット 

    通り芯 

 

 

 

 

(2)駆動軸 

  スプロケット 

    芯ずれ 

 

 

 

 

 

 

(3)軸水平度 

 

 

 

 

 

 

(4)軸直角度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5)各軸の据付レ

ベルの精度 

 

(6)ガイドレール

平行度 

 

 

 

 

 

 

 2mm 以内 

 

 

 

 

 

 

 3mm 以内 

 

 

 

 

 

 

 

 

軸長に対して  1/1000以下 

   軸長（軸受間）に対して 

 

 

 

 

 

 3mm 以内 

スプロケット内側仕上面を基準として 

 

 

 

 

 

 

 

 

設計レベルに対し ±5mm 

 

 

センター振分 ±5mm 

 

駆動用ローラチェーン

のスプロケット加工面

を基準とし逃げ墨等を

利用し測定する。但し、

２階層の場合は別途と

する。 

 

各軸のスプロケットよ

り下げ振りを下ろし池

槽中心線との芯ずれを

測定する。 

 

 

 

 

 

軸センター部よりＹレ

ベルにて測定する。 

 

 

 

 

 

軸加工面より下げ振り

を下ろし低盤の軸通り

芯より測定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

池槽中心線より左右の

レール間を測定する。 

駆動軸 ﾓｰﾀｰ軸 

l 

l/2 l/2 

池槽中心線 

l1 

l2 

池槽中心線 

l1と l2の差 
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検 査 対 象 
規   格   値 摘  要 

工  種 項  目 

 

 

 

(7)ガイドレール 

    高低 

 

 

 

 

 

 

 

(8)底盤とレール

ゲージとの隙

間 

 

 

 

 

 

 

(9)駆動装置 

  架台水平度 

 

 

(10)駆動電動機側

スプロケッロ

側面倒れ 

（通り芯の精度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 3mm 以内 計測ピッチ 2.5m毎 

 

 

 

 

 

 

 

 

許容範囲 

  20～30mm 

 

 

 

 

 

 

 

 2mm 

 

 

 

 

 mm以内 

 

Ｌ：軸間距離（mm） 

 

Ｙレベルにて測定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

レール上面にレールゲ

ージをのせ測定する。 

 

レベル測定 

池槽中心線 

基準値：20mm 

レールゲージ 

底盤 

Ｌ 

500 
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検 査 対 象 
規   格   値 摘  要 

工  種 項  目 

 

25．汚泥掻寄機 

(ﾓﾉﾚｰﾙ式) 

 

 

 

(1)池底レール 

  水平度 

  

 

 

 

 

 

(2)池底レール 

  据付段差 

 

 

 

 

 

(3)駆動装置 

  芯ずれ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)駆動装置 

  架台水平度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レールアングルの左右のレベルを測定し、 

差が±２mm以内（計測ピッチ２．５ｍ毎） 

 

レール継ぎ目の段差を測定し、 

±２mm以下 

 

スプロケットホイールより下げ振りを下しレ

ールに取付のホイールとの芯ずれを測定する 

設計値±Ｌ×１/２００mm以内 

 

２ｍｍ 
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(5) ｺﾞﾑｽｸﾚﾊﾟｰ 

  隙間計測 

 

 

 

車上機の位置を変え３か所でｺﾞﾑｽｸﾚﾊﾟｰと池底

部および側面壁の隙間を計測する。 

 

     ｺﾞﾑｽｸﾚﾊﾟ  ー

 

 

       池底 

 

          隙間 ア 

 隙間イ            隙間イ 

 

 

ア．池底部との隙間 設計値±５mm 

イ．側面壁との隙間 設計値±１０mm 

 

 

掻寄羽根 車上機 
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検 査 対 象 
規   格   値 摘  要 

工  種 項  目 

 

26．槽外型撹拌

機 

 

(1)垂直度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）水平度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

H 

X 

Y 

垂直度 ｜X－Y｜       2 

      H      1000 
≦ 

メーカー規定による 
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検 査 対 象 
規   格   値 摘  要 

工  種 項  目 

 

27．散気装置 

 

(1)散気板 

   ホルダー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)散気筒 

ヘッダー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)散気器 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)回転式 

   ライザー管 

 

１ホルダー 設計レベルに対し ±5mm以内 

 

池全体 １槽内 ±10mm以内 

 

      レベルにより測定する。 

 

 

 

      

     測定点 イ、ロ 

 

 

１ヘッダーパイプ 設計レベルに対し 

               ±5mm以内 

池全体 １槽内 ±10mm以内 

 

      レベルにより測定する。 

 

 

 

 

      測定点 イ、ロ 

 

 

 同  上 

 

 レベルにより測定する。 

 

 

 

 

      測定点 イ、ロ 

 

 

ベースの据付け高さ 

 

イ部   ±10mm 

 

 

 測定点 イ 

 

 

 

 

軸体の仕上り精度によ

りホルダーの据付精度

が変化する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ ロ 

ロ イ 

ロ イ 

イ 
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検 査 対 象 
規   格   値 摘  要 

工  種 項  目 

 

28．中央駆動 

  懸垂形 

  汚泥掻寄機 

 

(1)ブリッジ 

水平度・撓み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)センターシャ

フト垂直度 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)レーキアーム 

  水平度 

 

(4)スクレーパと

池底の隙間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5)スカムボック

スレベル 

 

 

 

 

水平度   5mm 以内 

 

 

 

撓み   1/800 以内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準レベルに対し  ±5mm以下 

 

 

水平度        5mm以下 

 

アンカーボルト部４点

（A,B,C,D）で測定長さ

20m以内とする。 

 

ブリッジ 

中央部で測定 

 

 

 

 

 

 

 

①にて縦方向に２点

(A,B)で測定し 90°方

向の②にて２点(A,B)

で測定。 

 

 

 

 

 

 

両側レーキ先端（①、

②）で測定。 

 

両側レーキ各４点 

A,B,C,D 

 A′,B′,C′,D′で

測定。 

 

円周方向で４等分 

 

 

 

 

 

 

基準点からの高さ測

定。 

 

スカムボックスの両端

で測定。 

Ａ 
Ｘ 
Ｃ 

Ｂ 

Ｙ 通り芯 
Ｄ 

λ 

垂直度 ｜Ａ－Ｂ｜    １ 

      Ｌ     500 
≦ 

Ｌ 

Ｂ 

Ａ 
90° 

2 

10mm 以内 

規定値(30mm)   20～40mm 

フィードウエル スカムスキマ 

ﾊﾞｯﾌﾙ 
ﾌﾟﾚｰﾄ ｽｶﾑ 

ﾎﾞｯｸｽ 

(ﾚﾍﾞﾙｽｹｰﾙ) 

センタースクレーパー 

D C B A D′ C′ B′ A′ 
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検 査 対 象 
規   格   値 摘  要 

工  種 項  目 

 

 

 

(6)スカムスキマ 

    レベル 

 

 

 

 

 

 

(7)バッフルプレ

ートレベル 

 

 

 

 

 

(8)フィードウェ

ルレベル 

 

基準レベルに対し   ±10mm以下 

 

 

水平度         10mm以下 

 

 

 

 

基準レベルに対し   ±10mm以下 

 

 

水平度         10mm以下 

 

 

 

基準レベルに対し   ±10mm以下 

 

   周方向１０点測定。 

  

水平度         10mm以下 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準点からの高さ測

定。 

 

レーキ両端の２点で測

定。 

長さ 20m以内とする。 

 

 

基準点からの高さ測

定。 

 

各サポートの位置測

定。 

 

 

基準点からの高さ測

定。 
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検 査 対 象 
規   格   値 摘  要 

工  種 項  目 

 

29．中央駆動 

  支柱形 

  汚泥掻寄機 

 

(1)ブリッジ 

  水平度・撓み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)センターシャ

フト垂直度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)レーキアーム

の水平度 

 

(4)アームと 

  池底の隙間 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5)スカムボック

スレベル 

 

 

水平度         5mm以下 

 

 

 

撓み      1/500 以内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 10mm 以内 

 

 

規定値(30mm)  20～40mm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準レベルに対し  ±5mm以下 

 

 

水平度        5mm以下 

 

アンカーボルト部４点

(A,B,C,D)で測定長さ

20m以内とする。 

 

ブリッジ 

中央部で測定。 

 

 

 

 

 

①にて縦方向に２点

(A,B)で測定し 90°方

向の②にて２点(A,B)

で測定。 

 

 

 

 

 

 

 

両側レーキ先端（①、

②）で測定。 

 

両側レーキ各４点 

A,B,C,D 

 A′,B′,C′,D′で

測定。 

 

円周方向で８等分 

 

 

 

 

基準点からの高さ測

定。 

 

スカムボックスの両端

で測定。 

 

 

 

垂直度 ｜Ａ－Ｂ｜    １ 

      Ｌ     500 

Ａ Ｂ 
Ｘ 
Ｃ 

Ｙ 通り芯 
Ｄ 

λ 

≦ 

Ｌ 

Ｂ 

Ａ 下げ振り 

② 

① 

スカムスキマー 

ｽｶﾑ 
ﾎﾞｯｸｽ  ②  

 

ｳｴﾙ ① 
ﾌｨｰﾄ  ゙ (ﾚﾍﾞﾙｽｹｰﾙ) 

ｾﾝﾀｰｽｸﾚｰﾊﾟ

 ー

A B C D D′ C′ B′ A′ 
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検 査 対 象 
規   格   値 摘  要 

工  種 項  目 

 

 

 

(6)スカムスキマ 

    レベル 

 

 

 

 

 

(7)バッフルプレ

ートレベル 

 

 

 

 

 

(8)フィードウェ

ルレベル 

 

 

 

 

 

基準レベルに対し   ±10mm以下 

 

 

水平度         10mm以下 

 

 

 

基準レベルに対し   ±10mm以下 

 

 

水平度         10mm以下 

 

 

 

基準レベルに対し   ±10mm以下 

 

   周方向１０点測定。 

  

水平度         10mm以下 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準点からの高さ測

定。 

 

レーキ両端の２点で測

定。 

 

 

基準点からの高さ測

定。 

 

各サポートの位置測

定。 

 

 

基準点からの高さ測

定。 
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検 査 対 象 
規   格   値 摘  要 

工  種 項  目 

 

29-2．樹脂製 

  円形 

  汚泥掻寄機 

  (中央駆動 

   支柱形) 

 

(1)ブリッジ 

  水平度・撓み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)センターシャ

フト垂直度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3)レーキアーム

の水平度 

 

(4)アームと 

  池底の隙間 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5)スカムボック

スレベル 

 

 

水平度     1/1000以下 

 

 

 

撓み      1/500 以内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 3/1000 以内 

 

 

規定値(50mm)  40～60mm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準レベルに対し  ±5mm以下 

 

 

水平度        5mm以下 

 

アンカーボルト部４点

(A,B,C,D)で測定長さ

20m以内とする。 

 

ブリッジ 

中央部で測定。 

 

 

 

 

 

①にて縦方向に２点

(A,B)で測定し 90°方

向の②にて２点(A,B)

で測定。 

 

 

 

 

 

 

 

両側レーキ先端（①、

②）で測定。 

 

両側レーキ各４点 

A,B,C,D,A′,B′,C′,

D′でｺﾞﾑ取付前の状態

にて測定。 

 

円周方向で８等分 

 

 

 

基準点からの高さ測

定。 

 

スカムボックスの両端

で測定。 

 

 

 

 

垂直度 ｜Ａ－Ｂ｜    １ 

      Ｌ     200 

Ａ Ｂ 
Ｘ 
Ｃ 

Ｙ 通り芯 
Ｄ 

λ 

≦ 

Ｌ 

Ｂ 

Ａ 下げ振り 

② 

① 

スカムスキマー 

ｽｶﾑ 
ﾎﾞｯｸｽ  ②  

 

ｳｴﾙ ① 
ﾌｨｰﾄ  ゙ (ﾚﾍﾞﾙｽｹｰﾙ) 

ｾﾝﾀｰｽｸﾚｰﾊﾟ

 ー

A B C D D′ C′ B′ A′ 
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検 査 対 象 
規   格   値 摘  要 

工  種 項  目 

 

 

 

(6)スカムスキマ 

    レベル 

 

 

 

 

 

(7)バッフルプレ

ートレベル 

 

 

 

 

 

(8)フィードウェ

ルレベル 

 

 

 

 

 

(9)越流堰レベル 

 

基準レベルに対し   ±10mm以下 

 

 

水平度         10mm以下 

 

 

 

基準レベルに対し   ±10mm以下 

 

 

   周方向８点測定 

水平度         10mm以下 

 

 

基準レベルに対し   ±10mm以下 

 

   周方向４点測定 

  

水平度         10mm以下 

 

 

基準レベルに対し   ±5mm以下 

 

   周方向８点測定 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基準点からの高さ測

定。 

 

レーキ両端の２点で測

定。 

 

 

基準点からの高さ測

定。 

 

各サポートの位置測

定。 

 

 

基準点からの高さ測

定。 
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検 査 対 象 
規   格   値 摘  要 

工  種 項  目 

 

30．スカム 

スキマ 

 

(1)スカム 

  スキマ本体 

 

  水平度 

 

 

 

  高さ 

 

 

(2)スカム 

  ボックス 

 

  水平度 

 

 

  高さ 

 

 

(3)バッフル 

   プレート 

 

  水平度 

 

 

  高さ 

 

 

 

 

 10mm 以内 

 

 

 

 ±10mm 

 

 

 

 

 

 5mm 以内 

 

 

 ±5mm 

 

 

 

 

 

 10mm 以内 

 

 

 ±10mm 

 

 

 

 

レーキ両端の２点で測

定。 

長さ 20m以内とする。 

 

基準点からの高さ測

定。 

 

 

 

 

スカムボックスの両側

で測定。 

 

基準点からの高さ測

定。 

 

 

 

 

各サポートの位置で測

定。 

 

基準点からの高さ測

定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



6－53 

検 査 対 象 
規   格   値 摘  要 

工  種 項  目 

 

31．遠心脱水機 

 

(1)パッケージ 

  平面据付位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)回転体水平度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基礎墨出し 

 

マーク：Ａn 

 

 

本体墨出し 

 

マーク：Ｂn 

 

 

Ａn、Ｂn 間距離  2mm 以内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ部 

 

 

Ｂ部 

 

 

 

 

 

基礎墨出し時に測定し

やすい位置にＸ軸、Ｙ

軸それぞれ２ヵ所 

マーク：Ａn を設定し、

これに対応する 

マーク：Ｂn を工場又

は現場で本体に設定

し、ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ締付後こ

のマーク間距離を金属

製直尺等により測定

し、確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回転体外胴ストレート

部を水平器により測定

する。 

架台中央部を水平器に

より測定する。 

Ｘ Ｘ 

Ｙ 

Ｙ 

Ａn 

Ｂn 

0.2 

1000 

0.2 

1000 

水平器 

回転体外胴 

水平器 

Ａ 

Ｂ 
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検 査 対 象 
規   格   値 摘  要 

工  種 項  目 

 

32．ベルトプレ

ス脱水機 

  

 

(1)平面据付位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)本体の水平度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基礎墨出し 

 

マーク：Ａn 

 

 

本体墨出し 

 

マーク：Ｂn 

 

 

Ａn、Ｂn 間距離  2mm 以内 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

±1/1000 以内 

 

 

 

 

基礎墨出し時に測定し

やすい位置にＸ軸、Ｙ

軸それぞれ２ヵ所 

マーク：Ａn を設定し、

これに対応する 

マーク：Ｂn を工場又

は現場で本体に設定

し、ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ締付後こ

のマーク間距離を金属

製直尺等により測定

し、確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

工場又は現場で設定し

た基準レベル(４点)を

ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄ締付後、気泡

管レベル等により測定

し、測定値を計算する。 

 

Ａ2 

Ｂ2 

Ｂ3 Ａ3 

Ａ4 

Ｂ4 

Ｂ1 Ａ1 

Ｙ 

Ｙ 

Ｘ Ｘ 

Bｎ 

Aｎ 

Ｃ１－Ｃ２ 

  Ｌ１ 

Ｃ２－Ｃ３ 

  Ｌ２ 

Ｌ
２
 

Ｃ１ Ｃ２ 

Ｃ２ Ｃ１ 

Ｃ３ 

Ｃ３ 

Ｌ１ 


